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1995年2月22日
読売新聞

• 隅田川と荒川にはさまれた小学
校２校に、毛布やカンパンなどが
備蓄用に運び込まれた。

• 区内の災害備蓄倉庫から、小学
校の空き教室に移した。

• 大震災で危機感を強めた地元の
要望に区がこたえた。
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学校の適正配置（足立区）

小・中学校は、「確かな学力の定着と向上」と、多様な「遊び・学び・体
験」を通して、「豊かな心」と「健やかな体」を育む場所です。子どもた
ちが、毎日明るく、楽しく、元気に学び、遊べる環境を整えることは、学
校教育の基本のひとつといえます。また、多くの友人や教師とふれあいな
がら育まれる社会性や人間性は、将来社会に巣立つ子どもたちが必ず身に
つけなければならない「大切な生きる力」です。義務教育という大切な時
期に、適正な児童・生徒数の集団生活の中で、互いに認め合い、助け合い、
競い合いながら成長できる教育環境を整えることが、子どもたちの学力向
上と人間力の育成の両面において大切なことであると考えます。
足立区教育委員会では、足立区の小・中学校を適正な規模に整えること、
そしてその教育環境を、可能な限りすべての小・中学校で同じように提供
していくため、区立小・中学校の適正規模・適正配置に取り組んでいます。
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小・中学校適正規模・適正配置計画及び改築計画に関する報告書（抜粋）

ここに、区内の全小・中学校を対象にした改築計画案がまとまった。い
うまでもなく本計画案は今後の改築及び適正配置に際しての基本的考え方
を示したものであり、35年間に及ぶ長期的なものである。学校は全区民
の財産である。改築の実現に向けては個々の学校について、当該校のPTA
等学校関係者並びに地域住民と十分協議を行いながら、計画の実現を図っ
ていきたい。
めまぐるしく変化する現代社会においては、この改築計画案そのものも

時機を得て、見直しを図っていく必要があり、後世に責任をもって引き継
がれる計画としていきたい。
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これまでの取り組み

昭和63年2月に東京都足立区立小中学校適正規模及び適正配置審議会から
の答申を受けて、継続的に小・中学校の適正規模・適正配置を進め、教育
環境の向上に努めてきました。これまでの取り組みにより、昭和62年度
には小学校80校、中学校39校の合計119校の学校がありましたが、現在
では、小学校67校、中学校35校の合計102校となりました。また、区立
学校の児童・生徒数は、最も多かった昭和54年度と比較すると、児童数
は69,033人から29,127人へ、生徒数は28,836人から13,422人へ減少し
ています。
【昭和63年答申】適正規模ならびに適正配置について
【平成 7年策定】適正規模・適正配置計画及び改築計画に関する報告書
【平成21年策定】適正規模・適正配置のガイドライン
【平成25年策定】足立区立小・中学校の施設更新計画
【平成29年策定】 適正規模・適正配置のガイドライン 5/21



適正規模・適正配置計画の進め方（概念図）

原則 ①適正規模化 ④「統合地域協議会」の開催
②適正配置化 ⑤８年ごとに見直しを行う
③建物の建築年を考慮する 6/21
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小規模校のデメリット（報告書より抜粋）
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小規模校のメリット・デメリット（中教審資料）
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（通称）学びピア２１（2000年～）

1～3F 足立区立中央図書館
4F 足立区生涯学習振興公社
4F 足立区荒川ビジターセンター
4～5F 足立区生涯学習センター
             （研修室・講堂・ホール）
6F 放送大学足立学習センター
7F レストラン
8～21F 都民住宅 （110戸）

学校跡地の活用例
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施設名 時期・活用方法 時期・開設施設

旧千寿旭小学校 平成12年 放送大学／東京都
目的外使用許可／貸付

平成12年 放送大学足立学習ｾﾝﾀｰ
都民住宅・図書館・生涯学習ｾﾝﾀｰ

旧第三中学校 平成17年 社会福祉法人
無償貸付・売却

平成18年 グループホーム
平成19年 特別養護老人ホーム

旧竹の塚北小学校 平成18年・平成19年
3社会福祉法人 売却

平成19年 身体・知的障害者施設
平成21年 特別養護老人ホーム

旧第二中学校 平成18年 学校法人
定期借地権設定

平成19年 東京未来大学開学

旧千寿小学校 平成18年 国立大学法人
使用承認→定期借地権設定

平成19年 東京芸術大学
大学院・音楽環境創造学科開学

旧元宿小学校 平成20年 学校法人 売却 平成22年 帝京科学大学開学

旧第十六中学校 平成23年 学校法人
定期借地権設定

平成23年 東京電機大学ｱﾈｯｸｽ
産学公連携・創業支援施設

旧千寿第六小学校 平成28年 防災ひろば

旧新田中学校 令和3年 社会福祉法人
定期借地権設定

令和4年 特別養護老人ホーム

旧千寿第五小学校 令和4年 学校法人
定期借地権設定

令和6年 不登校特例中学校開校
通信制高校・児童発達支援センター
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千寿本町小学校（1991年～）
温水プール「スイミー」併設

（学校利用以外の時間を解放）

複合化の例
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• 40人学級→35人学級 （小学1～5年、中学1年で実施）

• 少人数学習指導 （足立区の「そだち指導」など）

• 武道場

• 特別支援学級 （知的障害等）

• 特別支援教室 （発達障害等）

• 特別教室

• ＵＤ （エレベーターの設置など）

• カウンセリングルーム （SSW、ＳＣの配置など）

• 学童保育室、放課後こども教室（子供の居場所）

• 災害備蓄倉庫

大きくなる小中学校
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足立区立千寿小学校
施設更新事業
（単独建て替え）

■背景

・老朽化

・開発による児童数の増加
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■施設概要

・構造 鉄筋コンクリート造 ・工期 H29.8～H31.2

・階数 ５階建て ・Ｈ３１年度 ４月開校予定

・延床面積 11,500㎡ 程度

■教室数の推移 （ H31～51年）

２２→２６→３０→３６→３０→２４

時代の変化に対応できる施設

↓
・将来を見越した教室数の確保および児童数に柔軟に対応。

・他用途への転用、可変（フレキシビリティ）可能な計画。

ピーク
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１階平面図 ２・３階 平面図

：他用途へ転用可能範囲
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４・５階 平面図

将来、ＥＬＶ設置可!
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• 行方市（茨城県）は、平成17年に行方郡の３町（麻生町・北浦
町・玉造町）が合併、面積222㎢、人口3万人

• 学校統廃合 小学校18→5校、中学校4→2校

• 学校統合により通学困難となった児童生徒及び保護者を支援すると
ともに、学校の適切な運営を確保するため、小学校（5校）37台、
中学校（1校）2台、合わせて39台のスクールバスを運行している

• バスの運行経費、約３億円

スクールバスの活用例

いらすとや
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まとめ

1 児童生徒数の減少に合わせ、子どもの学習環境を整え
るため、小中学校の適正規模化、適正配置化を進める

2 合わせて、老朽化した施設の改修、改築を行う
3 適正規模、適正配置の基準を示す
4 他の公共施設との複合化
5 学校跡地の利用
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